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研究成果の概要（和文）：本研究は、中心業務地区におけるビジネス空間と観光空間の相互補完的な結合が、東
京だけでなく世界各地のグローバル都市で進展する現代的な現象であり政策・計画的課題であることを、実地踏
査、インタビューおよび文献調査を通して検証した。調査の過程において本研究が学術的貢献として掲げた都市
計画学と観光学の融合を試みた結果、「文化消費」あるいは「文化経済」の概念がそのために一つの枠組みを与
えるものとの確証を得た。

研究成果の概要（英文）：Relying on such research activities as field trips, interviews and 
literature review, this study examined an ongoing phenomenon of the development of a mutually 
complementary relationship between urban spaces for businesses and tourists in the central business 
district in Tokyo, which is also a policy and planning issue in various global cities in the world. 
Throughout the research process, this study attempted to meld the studies of urban planning with 
tourism as its academic contribution and affirmed that the concepts of “cultural consumption” and 
“cultural economy” would provide a framework for promoting the development of the 
interdisciplinary study.  

研究分野： 都市計画

キーワード： 都市計画　都市観光　中心業務地区　文化的消費　グローバル都市間競争　首都性　観光インフラスト
ラクチャー　都市再構築
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１．研究開始当初の背景 
都市にとっての観光の重要性がより増大

しつつある状況において、従来、観光研究者
は都市に関心を払わず、都市研究者は観光に
関心を払ってこなかったため、都市と観光の
関係についての理論的研究がきわめて不十
分な状態であった。このような学問的状況の
中で、申請者は、都市再生の手段としての観
光の展開について、都市計画・都市デザイ
ン・まちづくりの視点から研究を行ってきて
いたが、中心業務地区（CBD）の観光地化と
いうこれまでには見られなかった現象が東
京駅周辺地区において現れつつあることに
着目し、事前調査を行った結果、都市の中枢
部におけるこのような変化は、現代の都市と
観光の関係を示す重要な研究課題であると
の着想を得た。東京駅CBDの変化については、
都市計画の視点からの研究は存在するが、観
光の視点からの研究は申請者が知る限りに
おいて存在しておらず、その実態は理論的に
把握されていないという状況であった。また、
事前調査により、そのような変化は東京だけ
でなく世界の主要なグローバル都市中心部
においても顕在化しつつある政策・計画課題
でもあることを確認した。 
都市観光研究の対象として、CBD は必ずし

も無視されていたわけではない。例えば、大
都市の CBD が、近隣の歴史的地区やホテルな
どの集客施設やサービス機能と結びついて
観 光 ビ ジ ネ ス 地 区 (Tourism Business 
District=TBD)という多用途の観光都市空間
を形成することが確認されていた。しかし、
申請者は、東京駅 CBD は、それ自体が観光目
的地としても変化しつつある点でユニーク
かつ最新の都市変容の事例として位置づけ
ることが可能であると考えた。一方で、都市
観光研究では、首都という独特のタイプの都
市が、観光の理論的研究の対象として重要で
あるとの指摘がなされており、首都と観光に
ついての研究の推進が提唱されていた。以上
により、申請者は、首都である東京の CBD に
おける観光空間の形成は、観光研究と都市研
究の融合を進めるためにまたとないユニー
クな研究対象であると認識し、その学術的検
証が必要であると確信するにいたった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、多様な政治的、経済的、文化的

な利害や関心が混在する首都の CBD で、新た
な観光空間形成とその推進およびコントロ
ールのメカニズムが形成されつつある、とい
う認識のもとに、以下の課題に取り組むもの
である。 

 
1）当該 CBD において新たに形成された観光
空間の特性について 

当該 CBD において、新たに加えられた観光資
源・施設・インフラストラクチャーについて
調べ、観光空間形成の実態を分析的に把握す
る。 
・観光資源・施設・インフラストラクチャー
の特性（機能、規模、立地、デザインのテー
マ、シンボル性）およびそれらの補完関係の
有無。 
・上記により促進される観光のタイプ。 
・本地区と周辺地区の空間的つながりの変化。 
 
2）新たな観光空間の形成に関わるガバナン
スについて 
当該CBDでの大規模な都市再開発に伴って形
成される新たな観光空間の計画主体と内容、
管理運営とその仕組み、プロモーションの体
制を明らかにする。 
・行政と民間企業のイニシアティブおよび役
割分担。 
・新たな組織・団体の構築と活動。 
・行政と民間企業における既存組織内部での
観光関連部局の新設や再編。 
 
3）当該 CBD における観光行動の支援とコン
トロールについて 
当該 CBD に新たに流入してくる観光者の動
きをどのように支援し、どのようにコントロ
ールする必要があるのか、また、その手法に
ついて明らかにする。 
・防犯カメラ等の設置による観光者の安全性
の確保および治安の維持。 
・公共空間（道路・歩道・広場など）および
民有地の利用規制や警備体制。 
・災害時の情報提供・誘導手段。 
 
4）当該 CBD における観光地化の特異性につ
いて 
東京 CBD のような大都市 CBD の観光地化は
世界の中でも特異な例なのか、それとも近年
の都市再生としてひとつの傾向であるのか、
上記 1)、2)、3)についての調査をもとに、首
都性およびグローバル都市性で比較される
ロンドンの CBD との比較を行い検証する。 
・ロンドン CBD における新たな観光空間形成
の有無。 
・上記 2)に対応するガバナンスの有無。 
・上記 3)に対応する支援およびコントロール 
の有無。 
 
３．研究の方法 
本研究では、主に、文献調査、フィールド

ワーク、セミ・ストラクチャード・インタビ
ューによる情報収集に加え、海外での招聘セ
ミナーにおける議論を通し関連情報を収集
した。 
 
１） 文献調査 
本研究が対象とする都市観光についての



研究は、非都市地域に関する観光研究に比較
すると限定的であるが、国内に比べ海外の研
究者による研究が比較的進んでいるため英
語文献の収集を基本的な情報収集と位置づ
けた。英語による文献収集は国内では限定さ
れるため、ブリティッシュ・コロンビア大学
図書館を拠点に、電子ジャーナル・書籍とと
もに開架式書庫内の資料を閲覧し、多様な分
野にまたがる関連文献の収集を行った。文献
探索にあたっては、都市政策・計画・デザイ
ンと観光政策・計画を同時に扱う文献は海外
でも極めて限定的であるため、「都市間競争」
や「持続可能都市」「文化的消費」など事前
調査において選び出しておいたキーワード
を利用して幅広い文献収集を行った。 
 
２）フィールドワーク 
 フィールドワークは、本研究において、中
心業務地区において新たに形成されつつあ
る観光空間の特性や利用の現状について把
握するための中心的な情報収集の手法であ
る。国内では東京に加えて大阪駅周辺地区を
フィールドワークの対象とし、海外では都市
観光を重視するロンドン、バンクーバーおよ
びトロントにおいてフィールドワークを実
施した。いずれにおいても、都市再開発・再
生プロジェクト・文化産業に焦点をあて、そ
こでの土地利用および公共空間利用におけ
る観光の組み込みの現状について情報収集
を行った。 
 フィールドワークでは、写真と動画による
情報収集に努めた。特に観光インフラストラ
クチャーあるいは資源としての公共空間や
公的空間の特性を示す視覚情報を収集した。
また、空間特性を把握するために、一つ一つ
の観光空間を構成する要素の集まりをパタ
ーンとしてとらえ、国際都市比較の材料とし
て蓄積した。 
 
３）インタビュー 
 インタビューは、都市再開発プロジェクト
に関わる実務家および都市・観光研究者など
のキー・インフォーマントを対象に実施した。
形式は主にセミ・ストラクチャードを採用し、
可能な場合には録音し、文字おこしを行って
情報を収集した。また、広範な情報収集を行
うために特に海外研究者を対象にスノーボ
ール・サンプリングも実施した。このような
手法は、世界各地で進む様々な都市更新プロ
ジェクトの最新の状況について把握するた
めに有効であった。また、プロジェクト当事
者の、プロジェクトに関する微妙に異なる見
解を知ることとなった。 
 
４）セミナー 
 海外での招聘セミナーにおける研究発表

を情報収集の手段として活用した。申請者が
単独で行うセミナーにおいては、申請者の情
報提供に対する参加者（専門家）からの情報
提供が多数あり、そこで最新の研究情報およ
び現地や他都市の観光空間の状況について
の情報収集を行うことができた。特にロンド
ンについてはフィールドワークの結果を現
地研究者と共有することで、自分の観察の妥
当性を確認する情報を得たこともあり、招聘
セミナーは非常に有意義な情報収集の場と
なった。 
 
４． 研究成果 
課題１: 当該CBD において新たに形成された
観光空間の特性について 
東京駅前 CBD においては、車道、歩道、広

場などの公共空間が新たな観光インフラス
トラクチャーとして再整備されている。この
ような屋外公共空間だけでなく、オフィスや
商業ビル内の準公共空間も観光インフラス
トラクチャーとして機能している。特に屋外
空間においては、これまでにない質の高いラ
ンドスケーピングが施され、またオフィスの
1 階部分には世界のグローバル都市中心部に
共通して見られるようなブランドショップ
に加えカフェやレストランなどの観光行動
の支援機能が連続的に組み込まれ、平日およ
び週末の観光を支え、促進している。 
海外都市と比較すると、東京駅 CBD は、観

光インフラストラクチャーおよび観光資源
がCBD内においてきめ細かく一体的に提供さ
れ、ビジネス空間と観光空間が融合し、補完
的に機能していることに特徴づけられる。フ
ィールドワークを行ったロンドンにおいて
もビジネス空間と観光空間は近接しながら
どちらも強化されているが、両空間の境界は
比較的分かりやすいものとなっており、本
CBD の複合性の高さを確認することができた。
また、本 CBD においては、歴史的建造物の再
評価と復元および復原、新しい文化・芸術的
空間、景観再創造、そしてイベントなど、首
都の歴史を強調する観光資源が提供されて
おり、グローバルビジネス機能との融合が進
んでいることが分かる。 
このように首都にしか存在しない歴史、機

能、空間などを観光資源化する現象について、
近年の都市観光研究は首都性(capitalness)
という造語で注目しているが、東京において
も首都性が観光空間づくりに重要な影響を
及ぼしていることを確認した。これにより、
本研究は、東京中心部について、CBD 観光と
してだけでなく、首都性を資源とする観光の
場としても理解することが可能であること
を確認し、国際的な都市観光研究に新たな情
報を提供するケースであることを明らかに
した。 
 本 CBD の境界は明確であるため、周辺地区
とのつながりの変化は比較的容易に観察で
きる。その重要な空間として常盤橋公園が注



目される。この公園は地区境界の一部をなす
ものであり、その象徴である橋が地区の歴史
を示す重要な空間として、東北地方太平洋沖
地震に受けた被害からの修復が進められて
いる。また修復は高層の大規模再開発プロジ
ェクトと連動して進められておりそのオー
プンスペースと連動した文化的空間が提供
されている。結果的に、どちらかと言うとこ
れまでオフィス地区の裏側となっていた空
間が表となり、新たな観光資源パッケージの
形成が進んでいるとの示唆を得た。 
 
課題２：新たな観光空間の形成に関わるガバ
ナンスについて 
本 CBD 再開発のガバナンスは、いわゆる官

民のパートナーシップに基づくエリアマネ
ジメントの代表例として知られている。その
仕組みは革新的な再開発手法として様々な
媒体で公表されているが、本研究ではパート
ナーシップという概念がステークホルダー
間で必ずしも共有されているものではない
と思われる。なお、パートナーシップ形成の
プロセスが進行中という理解も可能だと思
われる。最も典型的には、地区内空間の管理
運営および費用負担や空間デザインなどに
ついて官民の関係主体が異なる見解を示し
ており、協力と競争によるガバナンス・メカ
ニズムが介在していることを確認した。 
官民の多様なアクターによって組織され

た再開発は民間主導であるが、再開発事業の
運営や広報、イベント企画などソフト面に関
わる新組織（NPO）が設置され、CBD 空間を文
化的消費の場としてアピールし、運営し続け
ていくために必要不可欠なメカニズムとな
っている。このことは、本 CBD 観光空間の質
の維持や魅力向上が、この新組織の継続的か
つ安定的な運営に頼っていることを示して
いる。この組織は、テーマパーク運営に決定
的な重要性をもつ企画やマーケティング組
織と類似しており、管理運営という点からす
ると本CBDのテーマパーク化という解釈が成
立する可能性も示唆された。通常、テーマパ
ークでは TDLにしろ USJにしろ筋書があらか
じめ用意され、市場にむかって発信され、そ
れを体験させるための象徴的な空間やイベ
ントが入念に計画されパッケージングされ
ているが、本 CBD においても前述の首都性
（capitalness）があたかも筋書の基調とな
るような形で機能していることを確認した。
この首都性は、上述のような既存のテーマパ
ークと比べると商業性や象徴性が弱く控え
めなものであるが、脚本化されたテーマの空
間的展開との理解が可能であり、したがって
空間の管理運営とデザインという二点にお
いて本CBDをテーマパークのバリエーション
として位置付けることも可能であるとの示
唆を得た。 
 
課題３：当該 CBD における観光行動の支援と
コントロールについて 

本 CBD においては、公共空間と民有地内の
連続した歩行空間が観光者の移動空間であ
り観光資源そのものとなっている。防犯と警
備はそれぞれの管理主体によって行われて
おり、地区全体として統合的な体制が敷かれ
ているわけではない。オフィス棟への出入り
は特に新しい大型ビルでは厳重にコントロ
ールされており、観光者を含めた外部からの
訪問者の動きを遮断している。業務空間と観
光空間が融合される中で、各企業の業務の現
場そのものが明確に分離されることでCBDの
観光地化が可能となっている。言い換えれば
それが観光地化の条件であるとの示唆を得
た。 
本 CBDにおける観光行動支援とコントロー

ルで最も重要な課題は、大規模イベント時に
集まる来訪者の流動と滞留である。かつて東
京駅復原を祝うプロジェクションマッピン
グ・イベントで予想を大幅に超える来訪者の
ために人流コントロールができなくなりイ
ベント中止となった件があるが、毎年年末に
開催されるイルミネーション・イベント期間
中の来訪者の公共空間における行動コント
ロールなどは重要課題である。特に本 CBD の
歩行空間の中心軸である丸の内仲通りはイ
ベントの中心であり人流コントロールの重
要な空間であるが、平日・休日ともに時間限
定で実施されているその歩行空間化（ストリ
ート・カフェ）の時間は、日常的に交通コン
トロールが行われる場として防犯・警備の経
験が蓄積されつつあるものと思われる。 
イベント時など観光者・来訪者が集中する

時の人流コントロールおよび車両コントロ
ールは本CBDの観光地としての安全性と信頼
性を保つための基本であり、今後も継続的な
課題となるものと思われる。特に、公共空間
と民有地内の連続的・多層的移動を基本とす
る本 CBD においては、面的かつ立体的な人流
支援とコントロールが課題であるが、今後は
警察と土地所有者およびオフィスワーカー
や企業などの協働による防犯体制や災害時
の対応がより重要な課題になるものとの認
識を得た。 
 
課題４：当該 CBD における観光地化の特異性
について 
本 CBDとの比較対象としたロンドンにおい

てもCBDが同市の観光にとって重要な役割を
果たしており、グローバル都市間競争の重要
な機能として政策的に認知されていること
を確認した。すなわち、ロンドンにおいては、
観光との関係でCBDが政策的に明確かつ積極
的にその役割について評価されていること
を確認し、現代における CBD の再評価あるい
は課題化が進行中であることを把握した。フ
ィールドワークを行ったトロントとバンク
ーバーのCBDにおいても同様の現象が見られ、
CBD と観光の関係強化は本 CBD だけの現象で
はないことが分かった。フィールドワークを
実施した都市はまだ限定的であるため世界



的な広がりのある都市現象と言えるかはま
だ不明であるが、傾向としては広まりつつあ
るものと推測できる。また、CBD と都市観光
の結びつきがグローバル都市間競争に影響
を与えるものであるという発想の広がりも
示唆された。 
 ビジネス空間と観光空間に焦点をあてた
フィールドワークでは、両者の関係を示す空
間モデルとして、隣接型と融合型という二つ
のモデルの着想を得た。前者はこれまで
TBD(Tourist Business District)としても把
握されているものであるが、後者は東京 CBD
以外ではまだ把握できていない。このことか
ら、本 CBD は観光との関係でユニークな例で
あると理解することが可能である。すなわち、
二つの空間が隣接して機能するのではなく、
一つの空間として機能するというハイブリ
ッドな空間形成が進行中であると考えられ
る。業務・商業・ホテルなどの複合ビルある
いは複合用途開発(mixed use development)
は珍しくないが、本 CBD は、現代の都市観光
活動を説明する概念でもある文化的消費あ
るいは文化経済的活動のための空間が、建物
内だけでなく地区レベルで形成されている
点が注目される。例えば、ロンドンのポスト
モダンCBDとして知られるキャナリーワーフ
地区においては業務と商業は隣接して配置
されているが、本 CBD のような両者のきめ細
かい融合は見られない。トロントにおいても、
ひとまとまりの大規模エンターテイメント
地区と CBD の隣接は見られるが、オフィスビ
ル内部および敷地内は、レストラン、カフェ、
小規模ショップなどのサービス施設も含め
て主にオフィスワーカーのために機能して
いる。本研究でのフィールドワークはまだ限
定的であるが、以上のように、本 CBD は、こ
れまでにない業務・観光融合型の空間として
ひとつの観光空間モデルとして成立する可
能性を確認した。 
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